
 

（１）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 5 月 26 日（日） 

 

         

                                    

                                    

平
成
31
年
３
月
17
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
大

阪
市
中
央
公
会
堂
に
お
い

て
第
64
回
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。 

 

表
彰
に
先
立
ち
、
櫻
井

支
部
長
が
挨
拶
。
中
之
島

公
会
堂
の
歴
史
に
つ
い
て

ふ
れ
た
後
「
こ
の
よ
う
な

由
緒
あ
る
建
物
で
表
彰
を

受
け
る
皆
さ
ん
は
、
社
会

に
出
て
も
立
派
な
人
物
と

な
り
、
珠
算
を
生
か
し
て

活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
を
し
た
。 

ま
た
、
澤
田
悦
子
研
修

学
教
委
員
長
は
、「
子
供
の

頃
に
や
っ
て
良
か
っ
た
習

い
事
は
？
」
と
い
う
調
査

の
結
果
一
位
は
、
大
人
に

な
っ
て
も
身
に
つ
い
て
暗

算
力
が
生
か
せ
る
「
そ
ろ

ば
ん
」
で
し
た
。
と
紹
介

後
、
２
ケ
タ
の
暗
算
を
読

み
上
げ
、「
で
き
た
人
」
と

聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
受

賞
生
の
手
が
上
が
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
も
上
級
目
指
し

て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
と
挨
拶
を
締

め
く
く
っ
た
。 

 

来
賓
か
ら
貴
重
な
祝
辞

を
頂
い
た
後
、
優
秀
生
徒

表
彰
へ
と
移
っ
た
。
今
年

は
本
部
表
彰
２
５
８
名
、

支
部
表
彰
１
０
５
名
、
特

別
表
彰
７
名
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
名
前
の
呼
び
か

け
に
元
気
よ
く
返
事
を
し

た
後
、
櫻
井
支
部
長
が
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
な

が
ら
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

受
賞
生
に
と
っ
て
思
い
出

に
残
る
貴
重
な
一
日
に
な

っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

十
段
表
彰
の
後
、
生
徒

作
品
表
彰
に
移
り
、
作
文

の
部
最
優
秀
賞
の
大
上
真

夢
さ
ん
（
小
学
校
６
年
）

が
落
ち
着
い
た
声
で
作
文

を
朗
読
。
数
々
の
悔
し
い

体
験
を
乗
り
越
え
な
が
ら

も
、
そ
ろ
ば
ん
が
や
っ
ぱ

り
「
一
番
好
き
」
、
そ
し
て

最
後
に
「
将
来
は
そ
ろ
ば

ん
を
活
か
せ
る
仕
事
に
つ

き
た
い
で
す
」
と
読
上
げ

る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
起
こ
っ
た
。
生
徒

答
辞
で
は
、
中
崎 

舞
さ
ん

が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て

表
彰
は
終
了
し
た
。 

 

表
彰
の
後
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
。
初
め
に
小
学
校

低
学
年
の
代
表
が
壇
上
に

上
が
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
に
挑
戦
。
そ
し
て
最
後

は
暗
算
十
段
表
彰
の
３
名

が
３
桁

10
口
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
暗
算
に
正
解
す
る
と

大
き
な
歓
声
が
起
こ
っ
た
。 

ま
た
、
朝
日
新
聞
主
催

の
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
金
賞
を
受
賞
し
た

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、「
ま
す
み

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
北
摂
」

（
小
学
校
２
・
３
年
生
に

よ
る
ダ
ン
ス
）
が
、
軽
快

な
曲
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
ダ
ン
ス
を
披
露
！

曲
目
「
Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ
」
で

は
、
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
な

踊
り
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。 

 

最
後
は
抽
選
会
。
賞
品

配
布
で
若
手
の
先
生
４
名

が
「
パ
チ
と
パ
ッ
チ
ー
」

の
耳
飾
り
付
き
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
を
つ
け
て
登
場
！
今

流
行
り
の
「
ア
レ
ク
サ
」

（
話
し
か
け
る
だ
け
で
情

報
を
教
え
て
く
れ
る
）
も

あ
り
番
号
が
呼
ば
れ
る
た

び
に
一
喜
一
憂
し
た
。 

  

優
秀
生
徒
表
彰
式
典
は

ま
だ
感
動
冷
め
や
ら
ぬ
余

韻
を
残
し
、
午
後
３
時
30

分
に
す
べ
て
が
無
事
終
了

し
た
。 
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令和元年 5 月 26 日(日）    全 珠 連 お お さ か       （２） 

 

 

                                     

                                  

   

                   

           

 

  

 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大

会
大
阪
府
支
部
の
選
考
会

が
平
成
31
年
４
月
７
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
大

阪
府
支
部
会
議
室
で
行
わ

れ
た
。 

15
人
が
参
加
し
、
各
部

門
の
代
表
に
は
以
下
の
選

手
が
決
ま
っ
た
。 

小
学
生
代
表 

 

江
口
尊
琉
１
４
３
５
点 

中
学
生
代
表 

 

大
内
崚
聖
１
４
６
５
点 

高
校
・
一
般
代
表 

 

一 

長
門
１
４
０
０
点 

都
道
府
県
対
抗
競
技
で

は
３
人
の
力
を
合
わ
せ
、

ぜ
ひ
大
阪
に
優
勝
旗
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。 

 

       
 

   

                                    

                                    

全
日
本
珠
算 

選
手
権
の
選
考
会 

 

 

令和元年度 

全日本通信珠算競技大会大阪府大会 

開催日 令和元年１０月１３日(日)  

会 場 守口門真商工会館 

（詳細は、競技部より連絡があります。） 

 

支部通常総会･本部指導者講習会  

日 程 令和元年８月２５日（日） 

支部通常総会  午前１０時 

本部指導者講習会 午後１時 

会 場 アートホテル大阪ベイタワー 

◎多数の参加をお願い致します。 
 

令
和
元
年
度
・
２
年
度 

支
部
役
員 

支

部

長 

櫻
井
行
雄 

副
支
部
長 

 

上
村 

亘 

斉
藤
京
子
・
湊 

隆
之 

総
務
部
長 

上
村 

亘 

検
定
部
長 

 

山
口
大
仁 

（
浦
美
知
代
） 

競
技
部
長 

丸
田
和
男 

（
梶
田
喜
久
子
） 

研
修
部
長 

新
名
哲
也 

（
西
岡
佳
一
） 

厚
生
部
長 

斉
藤
京
子 

（
柿
田
美
惠
） 

広
報
部
長 

 

久
手
堅
大
成 

（
大
垣
真
一
朗
） 

組
織
部
長 

 

湊 

隆
之 

（
谷
元
明
光
） 

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

委
員
長 

上
村 

亘 

は
じ
き
初
め
委
員
長 

 
 
 

湊 
 

隆
之 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
長 

湊 

隆
之 

支
部
顧
問 

 

山
口
勝
義 

 

支
部
参
与 

 

油
井 

 

弘 

大
島
政
則 

支
部
監
査(

立
候
補
者 ) 

花
谷
昌
男
・
岡
野
秋
喜 

※
（ 

 

）
は
副
部
長 

支
部
事
務
局
の
夏
休
み  

８
月
13
日(

火) 

～
17
日(

土)
 

 

生徒表彰 

生徒作品最優秀賞 記念撮影 はい！チーズ！ 抽選会 あたり―！ 

作文朗読 抽選会 若手の先生ガンバレー 

ますみダンスサークル北摂 フラッシュ暗算メンバー 

生徒答辞 



 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 5 月 26 日（日） 

 

                                    

                                   

 

平
成
31
年
３
月
31
日

（
日
）
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
（
青
森

市
文
化
会
館
）
に
お
い
て

全
国
研
究
集
会
が
開
催
さ

れ
た
。 

全
国
か
ら
４
０
０
名
を

超
え
る
先
生
方
が
参
加
し

（
大
阪
か
ら
12
名
参
加
）
、

午
前
10
時
か
ら
開
会
式

が
行
わ
れ
た
。
初
め
に
平

上
理
事
長
が
「
研
究
集
会

を
通
じ
、
お
互
い
が
珠
算

教
育
を
語
り
合
い
、
様
々

な
角
度
か
ら
研
究
意
欲
を

高
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

を
し
た
。 

 

午
前
11
時
か
ら
の
講

演
で
は
、「
青
森
が
世
界
に

誇
る
芸
術
家
＝
棟
方
志
功
」

と
題
し
て
、
棟
方
志
功
記

念
館
の
武
田
公
平
氏
が
講

演
を
行
っ
た
。
ゴ
ッ
ホ
の

「
ひ
ま
わ
り
」
に
感
動
し
、

当
初
は
西
洋
の
油
絵
を
書

い
て
い
た
が
、
油
絵
で
の

疑
問
を
感
じ
日
本
の
版
画

に
心
惹
か
れ
て
い
く
。「
二

菩
薩
釈
迦
十
大
弟
子
」
は
、

わ
ず
か
１
週
間
で
彫
り
上

げ
た
版
画
だ
が
、
し
か
し

そ
の
構
想
に
は
３
～
４
年

の
歳
月
が
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
。
成
功
の
裏
に
は

表
現
で
き
ぬ
ほ
ど
多
く
の

努
力
が
あ
る
こ
と
が
窺
い

知
れ
た
。 

              

又
、
棟
方
志
功
が
海
外

に
旅
行
に
行
く
時
に
は
計

算
で
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
、

奥
様
が
懐
に
そ
ろ
ば
ん
を

持
参
し
た
と
い
う
。 

郷
土
（
青
森
県
）
を
愛

し
、
お
世
話
に
な
っ
た

人
々
を
大
切
に
し
た
画
風

が
印
象
に
残
っ
た
。 

 

午
後
の
部
で
は
大
阪
の

大
垣
憲
造
氏
が
「
さ
か
の

ぼ
り
珠
算
史
」
と
題
し
て

講
演
。
こ
れ
ま
で
の
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
珠
算
史

を
反
対
に
現
在
か
ら
さ
か

の
ぼ
る
も
の
で
、
斬
新
か

つ
、
現
在
か
ら
と
い
う
事

で
親
し
み
が
持
て
る
内
容

で
あ
っ
た
。 

昭
和
21

年
に
日
米
計

算
大
会
が
行
わ
れ
た
時
、

ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
や
っ

つ
け
て
や
ろ
う
と
、
最
新

の
計
算
機
を
持
ち
出
し
て

き
た
そ
う
だ
。 

ま
さ
か
ア
ナ
グ
ロ
の
お

も
ち
ゃ
の
よ
う
な
そ
ろ
ば

ん
に
負
け
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
結
果
は
３

勝
１
敗
で
そ
ろ
ば
ん
の
勝

ち
（
松
崎
選
手
）
。
日
本
が

世
界
に
誇
れ
る
瞬
間
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。 

             

時
代
は
さ
か
の
ぼ
り
、

明
治
12
年
に
は
除
算
に

お
い
て
帰
除
法
か
ら
商
除

法
に
変
わ
る
が
、
今
で
も

帰
除
法
は
指
導
者
と
し
て

理
解
し
て
お
き
た
い
計
算

方
法
の
一
つ
で
あ
る
。 

今
回
は
そ
の
「
二
一
天

作
五
」
と
い
っ
た
「
八
算

わ
り
声
」
を
使
っ
て
10
問

ほ
ど
の
問
題
を
大
垣
氏
が

解
説
。
大
変
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

計
算
方
法
が
ス
ム
ー
ズ
に

理
解
で
き
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

っ
た
。 

午
後
３
時

10

分
か
ら

は
「
矯
正
教
育
と
し
て
の

珠
算
の
役
割
」
＝
（
立
ち

直
り
）
を
支
え
る
一
助
に

＝
と
題
し
て
、
岩
手
県
支

部
の
関
谷
揚
子
氏
が
実
践

発
表
を
行
っ
た
。 

 

盛
岡
少
年
院
で
の

23

年
間
の
珠
算
指
導
を
通
じ
、

少
年
た
ち
が
珠
算
検
定
合

格
を
目
指
し
て
努
力
を
積

み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

次
第
に
自
信
と
明
る
さ
を

取
り
戻
し
て
い
く
様
子
を

生
き
生
き
と
語
ら
れ
、
珠

算
教
育
の
重
要
性
が
再
認

識
で
き
る
発
表
で
あ
っ
た
。 

次
回
の
研
究
集
会
は
令

和
２
年
３
月
29
日
（
日
）

兵
庫
県
の
姫
路
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
多
く
の
先
生

方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 
 

 

上
村 

第
65
回
全
国
珠
算 

研
究
集
会
開
催
（
青
森
） 

 

 

釈迦十大弟子（右半分） 



 

令和元年 5 月 26 日（日）    全 珠 連 お お さ か       （４） 

 

 

   ４
地
区 

山
口 

勝
義 

母
の
初
盆
を
す
ま
せ
、

い
つ
も
の
年
よ
り
３
日
遅

れ
て
旅
に
出
る
。
我
が
家

か
ら
新
大
阪
ま
で
タ
ク
シ

ー
で
２
５
２
０
円
。
ポ
ケ

ッ
ト
に
手
を
・
・
あ
り
ゃ

～
携
帯
が
な
い
。
５
・
６

日
の
旅
、
や
は
り
携
帯
は

い
る
。
家
に
Ｕ
タ
ー
ン
、

７
５
０
０
円
ほ
ど
の
出
費
。 

                  

  

今
年
は
な
ん
と
な
く
、

さ
い
先
が
良
く
な
い
な
ぁ

と
思
い
な
が
ら
新
幹
線
で

九
州
方
面
へ
。 

山
陽
新
幹
線
は
ト
ン
ネ

ル
が
多
い
と
云
う
が
殆
ど

の
ト
ン
ネ
ル
は
10
秒
ぐ

ら
い
で
抜
け
る
、
が
、
や

は
り
多
い
。
車
窓
の
楽
し

み
も
な
く
、
時
刻
表
で
行

き
先
を
湯
布
院
に
決
定
。 

 
過
去
５
・
６
回
行
っ
て

い
る
の
で
現
地
で
知
人
と

の
再
会
が
楽
し
み
。 

                    

近
年
、
日
本
の
観
光
地 

は
ど
こ
に
行
っ
て
も
外
人

が
多
い
、
特
に
中
国
・
韓

国
が
目
立
つ
。 

駅
の
観
光
案
内
所
で
宿

泊
処
を
さ
が
し
て
も
ら
う
。

男
の
一
人
旅
は
中
々
泊
め

て
く
れ
な
い
が
・
・
・ 

５
年
前
、
車
で
湯
布
院

に
来
て
、
直
接
ホ
テ
ル
に

交
渉
し
て
断
ら
れ
た
時
と

同
じ
ホ
テ
ル
が
取
れ
た
、

ち
ょ
っ
と
ハ
イ
ク
ラ
ス
な

ホ
テ
ル
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

ま
で
時
間
が
あ
る
の
で
由

布
岳
へ
と
思
い
キ
ャ
デ
ィ

バ
ッ
グ
を
観
光
案
内
所
の

隅
の
方
へ
置
き
、
出
か
け

よ
う
と
し
た
。
す
る
と
案

内
所
の
係
員
が
「
お
客
様
、

荷
物
は
、
お
持
ち
く
だ
さ

い
」「
え
、
な
ん
で
」
私
は

い
つ
も
駅
の
待
合
所
に
荷

物
を
置
い
て
食
事
、
駅
前

散
策
な
ど
し
て
る
。「
な
ん

で
」
？
？
？ 

 

係
員
は
「
最
近
は
外
国

の
方
が
多
く
居
ら
れ
ま
す

か
ら
」
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
、

残
念
な
気
持
ち
、
そ
こ
ま

で
行
儀
が
わ
る
い
の
か
い
。 

今
年
の
夏
の
一
人
旅
一

泊
目
は
湯
布
院
の
チ
ョ
ッ

と
え
え
ホ
テ
ル
。
露
天
風

呂
か
ら
の
「
雄
大
な
由
布

岳
は
、
い
つ
ま
で
見
て
も

あ
き
な
い
。
ゴ
ッ
ツ
イ
や

っ
ち
ゃ
」 

一
人
旅
は
本
当
に
楽
し

い
。
列
車
・
旅
館
等
予
約

せ
ず
、
そ
の
日
、
そ
の
時
、

全
く
自
由
。
た
だ
一
人
の

食
事
は
・
・
・
・ 

横
も
・
前
も
・
後
ろ
も
・

み
ん
な
家
族
か
、
男
女
の

二
人
づ
れ
。
一
人
旅
の
欠

点
は
こ
れ
や
ね
。
だ
か
ら

毎
年
一
週
間
ほ
ど
旅
を
す

る
が
、
２
日
ほ
ど
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
旅
館
・
ホ
テ
ル
を

利
用
す
る
が
後
は
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
で
あ
る
。 

さ
て
、
湯
布
院
の
夜
が

き
た
。
浴
衣
か
ら
私
服
に

着
替
え
タ
ク
シ
ー
で
ス
ナ

ッ
ク
「
さ
ざ
ん
か
」
へ
、

こ
の
店
６
回
目
ぐ
ら
い
か

な
、
連
絡
な
し
で
行
く
、

マ
マ
び
っ
く
り
。
こ
の
店

で
親
し
く
な
っ
た
「
植
木

さ
ん
」
に
も
「
大
阪
の
山

口
さ
ん
き
は
っ
た
で
、
早

く
お
い
で
」
と
電
話
。
こ

の
植
木
さ
ん
湯
布
院
の
極

道
み
た
い
な
顔
怖
い
？
彼

曰
く
、「
山
口
さ
ん
は
大
阪

の
極
道
や
」
や
て
。
二
人

で
い
や
、
マ
マ
も
含
め
て

看
板
ま
で
飲
む
、
ホ
テ
ル

の
横
か
ら
入
れ
て
も
ら
う
、

午
前
２
時
に
な
っ
て
た
か

な
。 次

の
日
、
由
布
院
駅
か

ら
島
根
県
の
益
田
市
へ
向

か
う
、
完
全
な
二
日
酔
い
、

駅
に
10
時
ご
ろ
や
っ
と

着
く
。
駅
に
昨
夜
の
「
植

木
さ
ん
」「
マ
マ
」
が
見
送

り
に
来
て
く
れ
た
。
嬉
し

い
ね
、
焼
酎
二
人
で
二
本

半
空
け
て
る
、
そ
の
間
に

も
カ
ラ
オ
ケ
の
点
数
で
ビ

ー
ル
を
掛
け
て
勝
負
。
か

な
り
飲
ん
だ
よ
、
で
も
「
植

木
さ
ん
」
元
気
、
俺
完
全

に
ア
ウ
ト
。
旅
の
初
日
か

ら
、
こ
れ
で
は
い
か
ん
と

思
い
な
が
ら
鈍
行
列
車
で

島
根
県
へ
向
か
っ
て
旅
を

続
け
る
。 

          

由
布
院
か
ら
大
阪
ま
で

は
全
て
鈍
行
列
車
の
旅
で

あ
る
。
山
陰
本
線
の
鈍
行

列
車
は
、
殆
ん
ど
が
デ
ィ

ー
ゼ
ル
列
車
、
そ
の
車
窓

か
ら
見
る
日
本
海
の
美
し

さ
、
田
園
の
上
を
走
る

風
・
・
「
風
が
見
え
る
」
。 

           

こ
の
後
、
島
根
県
の
萩

焼
の
窯
元
、
鳥
取
県
の
皆

生
温
泉
、
兵
庫
県
城
崎
温

泉
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
温
泉

地
で
の
楽
し
い
お
話
は
又

の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
話
し
い
た
し
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
ス
ナ
ッ
ク

「
さ
ざ
ん
か
」
マ
マ
さ
ん

73
歳
、
皆
生
温
泉
で
の
マ

マ
さ
ん
72
歳
、
城
崎
温
泉

[

二
泊]

で
の
マ
マ
さ
ん

68
歳
と
69
歳
、
み
ん
な

綺
麗
で
す
よ
。 

仕
事
に
関
係
の
な
い
友

人
、
知
人
と
会
う
の
も
ま

た
、
楽
し
い
も
の
だ
。 

 
 
 
 

地

区

員
便

り 

  

湯布院風景(由布岳を望む) 



 

 

（５）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 5 月 26 日（日） 

 

 

                                   

                                    

 

平
成
31
年
４
月
14
日

（
日
）
午
後
３
時
か
ら
、

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
５
F
「
ハ
ー
モ
ニ

ー
」
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
開
会
の
前
に
、
出

席
者
全
員
で
全
珠
連
歌
の

斉
唱
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

 

櫻
井
支
部
長
の
時
節
の

挨
拶
で
は
、
前
日
に
安
倍

晋
三
首
相
主
催
の
「
桜
を

見
る
会
」
に
出
席
さ
れ
た

経
緯
を
話
し
た
。
続
い
て

本
部
・
支
部
・
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
・
大
阪
連
合
・
近
畿

連
合
の
状
況
報
告
に
お
い

て
、
櫻
井
支
部
長
が
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。 

平
成
31
年
３
月
31
日

に
青
森
県
に
お
い
て
、
全

国
珠
算
研
究
集
会
が
開
催

さ
れ
た
。
大
阪
府
支
部
か

ら
は
10
数
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
講
師
と
し
て
大

垣
憲
造
氏
が
「
そ
ろ
ば
ん
」

の
歴
史
を
従
来
と
は
視
点

を
変
え
、
現
代
か
ら
過
去

へ
と
時
代
を
遡
り
な
が
ら

発
表
し
た
。
次
年
度
は
兵

庫
県
支
部
が
担
当
。 

◎
令
和
元
年
８
月
８
日 

に
京
都
国
際
会
館
に
て
、 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大 

会
を
開
催
。 

◎
次
年
度
の
優
秀
生
徒
表 

彰
式
典
は
、
３
月
に
中 

央
公
会
堂
で
開
催
。 

◎
平
成
31
年
１
月
３
日 

に
大
阪
天
満
宮
に
て
、 

８
０
０
名
を
超
え
る
参 

加
者
の
も
と
は
じ
き
初 

め
が
開
催
さ
れ
た
。 

◎
支
部
講
習
会
を
６
月 

16
日
に
開
催
。
大
垣
氏 

が
「
興
味
あ
る
珠
算
史 

エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
講
演
。 

◎
近
畿
連
合
は
、
そ
ろ
ば 

ん
の
Ｐ
Ｒ
（
Ｃ
Ｍ
・
Ｈ 

Ｐ
等
）
を
主
体
と
し
て 

活
動
。
今
年
度
も
継
続 

に
力
を
入
れ
て
い
く
。 

◎
令
和
元
年
５
月
19
日 

（
日
）
に
近
畿
珠
算
強 

化
連
合
会
総
会
を
ア
ー 

ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ 

ワ
ー
に
て
開
催
。 

総
会
成
立
宣
言
は
、
現

在
会
員
１
０
６
名
、
出
席

者
35
名
・
委
任
状
57
名

で
成
立
宣
言
が
行
な
わ
れ
、

斉
藤
京
子
副
支
部
長
を
議

長
と
し
て
、
議
長
団
（
副

議
長
・
新
名
哲
也
氏
・
大

垣
真
一
朗
氏
、
書
記
・
藤

井
美
保
子
氏
、
議
事
録
署 

名
人
・
森
川
智
笑
子
氏
・

柿
田
美
惠
氏
）
が
選
出
さ

れ
議
題
審
議
に
入
っ
た
。 

令
和
元
年
度
支
部
収
支

予
算
案
・
振
興
会
事
業
計

画
案
・
収
支
予
算
案
承
認

の
件
に
つ
い
て
は
、
拍
手

を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
令
和
元
年
・
２
年
度

常
任
委
員
・
支
部
役
員
・

支
部
顧
問
・
参
与
・
監
査

委
員
選
出
に
お
い
て
も
拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

（
外
部
顧
問
に
お
い
て
は
、

支
部
に
一
任
）
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
検

定
部
か
ら
、
４
月
検
定
時

点
で
、
受
験
者
数
が
昨
年

比
95
．
3
％
で
減
少
傾
向

に
あ
る
。
競
技
部
か
ら
、

４
月
７
日
に
大
阪
府
支
部

会
議
室
で
全
日
本
珠
算
選

手
権
大
会
の
選
考
会
を
開

催
（
参
加
者
15
名
）
。
厚

生
部
か
ら
、
３
月
17
日
の

そ
ろ
ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰

式
典
が
、
会
員
協
力
の
も

と
無
事
に
成
功
に
終
わ
っ

た
と
話
し
、
会
員
の
労
を

ね
ぎ
ら
っ
た
。
組
織
部
は
、

今
後
、
災
害
等
で
被
災
さ

れ
た
会
員
へ
の
対
応
を
内

規
も
含
め
、
検
討
中
と
話

し
た
。 

櫻
井
支
部
長
は
、
Ｐ
Ｒ

の
大
切
さ
を
語
り
、
大
阪

日
日
新
聞
で
大
垣
憲
造
氏

が
コ
ラ
ム
を
記
載
さ
れ
る

こ
と
に
触
れ
、
新
入
生
が

入
会
の
季
節
の
お
り
、
会

員
の
益
々
の
発
展
を
願
っ

て
い
る
と
奮
起
を
促
さ
れ

た
。 

 

最
後
に
、
広
報
部
で
た

く
さ
ん
の
記
事
を
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
平
成
」
を
使
用
す
る
記

事
は
こ
れ
が
最
後
だ
と
思

う
と
、
何
と
も
言
え
な
い

不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
新
元
号
「
令
和
」

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
康
、「
和
」
を
も
っ
て

支
部
が
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

久
手
堅 

大
成 

  

        

平
成
30
年
度
臨
時
総
会
開
催 

平
成
31
年
４
月
14
日(

日) 
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー 

 

 

 

 



 

 

令和元年 5 月 26 日（日）     全 珠 連 お お さ か       （６） 

 

    

研
究
集
会
に
先
立
ち
、

前
日
の
３
月
30
日
（
土
）

に
は
同
会
場
に
お
い
て
珠

算
指
導
者
教
養
講
座
が
開

催
さ
れ
、
古
典
文
学
の
講

師
を
さ
れ
て
い
る
三
村
三

千
代
氏
が
、
～
む
か
し
の

人
は
「
数
」
を
ど
う
と
ら

え
て
い
た
か
～
を
主
眼
に

講
演
を
行
っ
た
。 

①
奇
数
を
中
心
に
し
た

文
化
は
男
性
性
を
重
ん
じ

る
文
化
で
あ
り
、
②
偶
数

を
中
心
に
し
た
文
化
は
男

性
性
・
女
性
性
の
ど
ち
ら

も
尊
重
す
る
文
化
で
あ
る

と
い
う
。 

            

今
の
日
本
で
は
、
中
国

か
ら
来
た
陰
陽
思
想
の
影

響
で
、
三
五
七
等
の
奇
数

が
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、

昔
は
（
古
事
記
が
書
か
れ

た
１
３
０
０
年
前
）
偶
数

文
化
（
特
に
八
が
多
い
）

で
あ
り
、
女
性
を
重
ん
じ

た
社
会
で
あ
っ
た
。 

万
葉
集
に
も
八
の
字
が

多
く
出
て
き
て
い
る
が
、

数
字
を
語
呂
読
み
し
た
歌

が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
九
々
を
用
い
た

歌
も
あ
る
と
い
う
事
で
例

を
出
し
、
な
ぞ
な
ぞ
形
式

で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。 

 （
例
）
八
十
一
里
喚
鶏 

（
喚
鶏
．
．
は
「
つ
つ
」
と
読

む
）
は
「
く
く
り
つ
つ
」

（
切
れ
た
紐
を
つ
な
げ
な

が
ら
）
等
。
大
変
印
象
に

残
る
講
演
で
あ
っ
た
。 

 

           

   

〈
新
常
任
委
員
会
〉 

日 

程 

平 

成
31
年
４
月
７
日 

場 

所
支
部
会
議
室 

出
席
者
19
名 

議 

題 

１
．
令
和
元
年
・
２
年
度 

常
任
委
員
・
副
支
部 

長
・
執
行
部
長
承
認 

の
件 

２
．
令
和
元
年
・
２
年
度 

 
 

支
部
顧
問
・
支
部
参
与 

承
認
の
件 

３
．
そ
の
他 

 

〈
広
報
部
会
〉 

日 

程 
平 
成
31
年
４
月
26
日 

場 
所
支
部
会
議
室 

出
席
者
３
名 

議 

題 

１
．
会
報
「
お
お
さ
か
」
の 

 
 

作
成
手
順
に
つ
い
て 

２
．
印
刷
方
法
に
つ
い
て 

３
．
広
報
部
の
引
き
継
ぎ 

    

6
／
16
本
部
指
導
者
講 

習
会 

6
／
21
偶
数
月
検
定
・ 

理
事
会 

7
／
15
監
査
会 

7
／
21
第
392
回 

 
 

検
定
試
験 

7
／
28
常
任
委
員
会
・ 

8
／
4
全
日
本
練
習
会 

8
／
8
全
日
本
珠
算 

 

選
手
権
大
会 

8
／
9
理
事
会 

8
／
13 

 
 

～ 

訪
米
使
節
団 

8
／
21 

8
／
25
通
常
総
会 

本
部
講
習
会
・ 

会
員
親
睦
会 

8
／
25
偶
数
月
検
定 

9
／
1
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

総
会
・
研
修
会 

 
 

（
滋
賀
） 

9
／
7
本
支
部
連
絡
協 

議
会
・
分
科
部
会 

9
／
8
定
時
社
員
総
会 

分
科
部
会
・
顧
問 

連
絡
会 

9
／
9
理
事
会 

9
／
15
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

親
睦
会(

滋
賀) 

9
／
24
創
立
記
念
日 

9
／
29
第
393
回 

 
 

検
定
試
験 

 

                    

行

事

予

定 

諸
会
議
行
事
報
告 

 

会費納入のお願い 
 ◎本部会費 

３２，０００円 

◎支部 前期会費   

３０，０００円 

 ◎生 徒 安 全 会 

１教室  ２，５００円 

 

６・８月検定試験のお知らせ 
 

（珠算４～１０級・暗算１～６級） 

申 込 締 切 6 月 5日(水)・7月 31日(水)午前 10時迄 

結果報告締切 6月 24日(月)・8月 26日(月)午前 10 時迄 

＊期日は厳守してください ＊受験者増加をお願いします 

珠
算
指
導
者 

教
養
講
座 

 

令和元年度全日本珠算選手権大会 

開催日 令和元年８月８日(木) 

会 場 国立京都国際会館 

住 所 京都市左京区宝ヶ池 

 

本部指導者講習会 

日時 令和元年６月１６日（日） 

午後１時～５時 

会場 大阪府支部事務所２階会議室 

内容 ①検定試験委員委嘱講習会 

②興味ある珠算史エピソード 

         講師 大垣憲造氏 

   

※詳細は研修部から連絡があります    

研究集会前夜祭「ねぶた」 


